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はじめに

前回の報告（樋泉2002a・以下「前報」とする）では、従来の奄美・沖縄における脊椎動物遺体

(骨類）の調査・同定方法の問題点を検討し、用見崎・ナガラ原東の両遺跡において実践した新たな

方法での資料採取・同定の成果について報告した。これと合わせて既存データの収集・比較も行い、

用見崎。ナガラ原東での所見も踏まえて、貝塚時代～近世の脊椎動物遺体群について、とくに貝塚時

代からグスク時代への変化に焦点を当てながら概観し、自然環境と資源利用の変遷について考察したｃ

な港、ナガラ原東貝塚では前報以降に追加データ（樋泉2002ｂｏ２００３）が得られているので、前報の

表１にこれを加え再構成した（表１．前報の表では合計値にニシン科の値が含まれておらず、他”数

値にも若干の誤りがあったので訂正した)。

今回は、まず奄美大島装利町安良川遺跡、同マツノト遺跡の分析結果について報告する。次に、両

遺跡および用見崎。ナガラ原東の分析結果に他遺跡のデータも加えて、貝塚時代後期における魚類．

鳥獣類利用の様相について奄美大島と沖縄を比較し、それぞれの地域性とその背景について検討するｃ

Ｌ安良川遺跡およびマツノト遺跡の分析結果

（１）安良川遺跡

安良川遺跡は奄美大島北部笠利町の海岸砂丘上に形成された兼久式期の遺跡である（笠利町教育委

員会編2005)。ここでは本遺跡の2003年発掘調査で採集された骨類の同定結果（樋泉2QO5）について

概要を述べる。

資料採集された骨類には、堆積物サンプルの水洗によって採集された資料（以下「水洗資料｣）

と、発掘時に手で拾い上げられた資料（以下「現地採集資料｣）がある。水洗資料については、遺物

包含層（３層）を対象として、３０ｃｍ角のコラムサンプルをＢ－４区で２箇所（サンプルNo.１．２）､Ｄ

－ｌ区とＥ－１区の境界付近から検出された「ウニ溜まり」の北側で１箇所（サンプルＮｏ．3)､Ａ－１区

で１箇所（サンプルＮｏ．4)、計４箇所から採取した。またＡ－１区北壁（｢No.４脇壁面｣）および調

査区南側崖面のＤ～Ｅ区付近（サンプルNo.5）からもブロックサンプルを採取した。「ウニ溜まり」

の堆積物についてもサンプルを採取した。そのほか調査区南側崖面のｃ区付近において、遺物包含層

下の白色砂層（４層）中にレンズ状の腐食質暗色砂層（｢南側砂層中レンズ」と仮称）の介在が確認

きれたので、ここからもブロックサンプルを採取した。これらのサンプルは自然乾燥。計量の後４

ｍｍ。２ｍｍ、１ｍｍ目の試験フルイを用いて水洗し、残留物の中から骨類を抽出。同定した。

分析結果

水洗資料約150ｋｇの堆積物サンプルを１ｍｍメッシュまで用いて水洗したにもかかわらず、検出

されたのは微量の魚骨・獣骨の小破片にとどまった（表２)。種類を特定できた資料はハ夕科？２点

とアオブダイ属１点のみで、ほかに未同定の真骨類椎骨が２点ある。

現地採集資料魚類32点、ウミガメ類２点、哺乳類18点が採集されている（表３)。魚類ではブダ

イ科が９点と最も多く（前上顎骨。歯骨・咽頭骨ではアオブダイ属のみが確認されている)、ベラ

]｡］
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4. hftft (2004^1

(cc)
Sift

(g)

(g)

4mm 4mm 4mm 4mm 2mm 4mm 2mm lmm 4mm 2mm lmm
■It

(b)

No. 1-1 4500 6620 63.0 61.4 0.25 0.10 0.10 659 85 199 1068 5552 83.9

No. 1-2 4500 6680 6.0 0.15 0.10 0.05 0.10 141 55 235 437 6243 93.5

No. 1-3 If/ II 4500 5920 30.2 0.50 0.05 22 191 342 5578 94.2

No. 1-4 5400 7040 0.30 0.05 0.05 140 12 196 348 6692 95.1

No. 2 7500 8640 41.7 0.05 1.00 0.50 0.05 191 36 242 512 8128 94.1

No. 3 VI. 7200 9770 2.90 0.30 19 20 845 887 90.9

It 33600 44670 69.0 133.3 0.45 0.2 0.1 4.75 1.00 0.10 1248 230 1908 3595 41075 92.0

2 mm mm L,

mm

No.l- 1 No. 1-2 No. 1-3 No.l-4 No. 2 No. 3

I I D I VI, ■ft

4mm 2mm 4mm 2mm 4mm 2mm 4mm 2mm lmm 4mm 2mm lmm 4mm 2mm

4500 4500 4500 5400 7500 7200 33,600

6620 6680 5920 7040 8640 9770 44,670
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